茨木市生活介護入浴サービス促進事業　補助金交付申請手続


　補助金を申請していただくにあたり、以下の内容のご確認をお願いします。

１　対象者　　下記のいずれにも該当する方

　(1) 茨木市から障害福祉サービス受給者証の交付を受けており、かつ、茨木市内にある指定生活介護事業所とサービス利用契約を締結している方

　(2) 身体障害者手帳の等級が1級または2級、療育手帳の程度がA、

精神障害者保健福祉手帳の等級が1級、のいずれかに該当する方
２　補助金額　 生活介護のサービスとして入浴サービス提供
１件につき　２,０００円
　　※１件とは、算定の単位であり、サービス利用時間や活動内容等に影響されるものではありません。利用している指定生活介護事業所がサービスを受けたことを認めた場合に１件として計算されます。
　　※注意※
各週（日曜日から土曜日までの７日間）の一人あたりの補助対象が上限３件までです。ご注意ください。上限を超えて実績報告書に入力した場合、該当する利用者氏名欄のセルが赤になります。
週の対象は10月１日から3月31日です。月をまたぐ週は上限に注意してください。対象期間が半期ごとのため令和５年9月最終週は上限件数対象外です。
３　申請、請求及び受領の手続

　 　　　　　　対象となる利用者を確認する
「交付対象者リスト」は作成していません。貴事業所の生活介護のサービス提供として入浴サービス提供を受けている利用者のうち、対象要件に該当する方の受給者証番号と氏名を　別紙１－１ 「茨木市入浴サービス促進事業実績報告書」に記入する。
実績記録票の写し、個別支援計画の写しも合わせてご提出ください。
　  対象利用者の下半期（令和５年10月から令和６年3月）の実

績報告書と内訳書を作成する。

　 別紙１－１ 「茨木市入浴サービス促進事業実績報告書」に令和５年10月から令和6年3月まで（１か月単位）の対象利用者の入浴サービス提供実績を、記入例を参照して作成してください。対象利用者が26名以上の場合は、該当月のシートをコピーして使用してください。この場合別紙１－２ 「茨木市入浴サービス促進事業補助金交付内訳書」にはデータは反映しません。
※　報告書には該当月に補助対象となる利用者のみを記載してください。
※　障害等級の判断基準は、手帳の交付日とします。手帳に記載されている交付日から補助金対象となります。
　例）12月20日に身体障害者手帳が２級で交付され、11月分の申請までは補助金対象となる要件を満たしていなかったが、12月20日以降は補助金対象となる障害者になった。
　　→12月分の請求は、12月２０日以降のサービス利用（入浴サービスの提供）から請求していただけます。
· 障害が重複している場合は、補助対象要件の区分は、身体、知的、精神の順に優先させ、一つだけ選択してください。　
例）身体と精神が重複している場合、身体を選択する。
 別紙１－２ 「茨木市入浴サービス促進事業補助金交付内訳書」は、
別紙１－１ 「茨木市入浴サービス促進事業実績報告書」が25名以下で１シートの場合は、そのデータが反映するので入力の必要はありません。
ただし、２６名以上で２シートとなった場合は、データが反映しませんので入力用内訳書に補助対象要件の区分ごとの当月対象利用者数と全対象者の延べ利用日数（区分ごとに対象者の利用日数を合計する）を記入してください。

　　　　　　　　書類を準備する。

　 別紙2 「交付申請書（様式第１号）」に法人所在地、法人名、代表者名など、記入例を参照して必要事項を記入し、代表者印を押印（自署の場合は不要）してください。

　 別紙3 「交付請求書（様式第３号）」は、法人所在地、法人名、代表者名だけを記入し、代表者印を押印してください。

＊　申請書と請求書は、同じ名称、同じ印鑑でお願いします。
※　今回は、「令和５年10月分から令和６年２月分」（３月３１日までに提出）と「令和６年３月分」（４月１０日までに提出）の２回にわけて実績報告書（別紙2-1）と内訳書（別紙2-2）の提出をお願いします。
　　申請書（別紙３「様式第１号」）と請求書（別紙４「様式第３号」）は、２回目の４月に提出をお願いします。
※　 別紙2－１ 「茨木市入浴サービス促進事業実績報告書」

　　 別紙2－２ 「茨木市入浴サービス促進事業補助金交付内訳書」

　　 別紙3 「茨木市入浴サービス促進事業補助金交付申請書（様式第１号）」

　　 別紙4 「茨木市入浴サービス促進事業補助金交付請求書（様式第３号）」

　は、茨木市障害福祉課のホームページからダウンロードできます。

※　補助金を受け取る口座の登録が必要になります。
すでに茨木市に口座を指定し、相手方の登録をされている事業者（法人）やこの補助金の前期分の交付を受けた事業者については、その口座を使用していただけますが、口座をお持ちでないか、あるいは別の口座を使用したい場合は、登録等の手続をしていただきます。

　　また、申請・請求者と振込口座名義が同じであること、申請・請求と口座登録で使用する印鑑（代表者印）が同じであることなどの条件があります。
文末で説明しておりますので、ご準備をよろしくお願いします。

　（この手続が不備であった場合、補助金の支払が遅れたり、支払ができなくなることがありますので、ご注意ください。）
　　　　　　　　書類を提出する。

（1） 別紙１－１ 、 別紙１－２ （令和５年10月分から令和６年2月分まで、月毎に作成したもの）について、もう一度、記入漏れがないか確認してください。
（2） 別紙１－１ 、 別紙１－２ （令和６年3月分）別紙２ 、 別紙３ について、もう一度、記入漏れがないか確認してください。
（3） 実績記録票の写し、個別支援計画の写し（上記それぞれ対となるように）
※　支払金振込口座の登録が必要な場合は、「茨木市支払金口座振替（新規・変更）依頼書」も同時に提出していただきます。

上記書類について、　令和５年１０月分から令和６年２月分の
別紙１－１ 、 別紙１－２、は令和６年３月３１日（日）（閉庁日のためメール添付の場合）までに、
令和６年３月分の別紙１－１ 、 別紙１－２、と別紙２ 、 別紙３については
　令和６年4月1日（月）から４月１０日（水）までに、
　茨木市　福祉部　障害福祉課　へ提出してください。

· 提出方法
別紙１－１「茨木市入浴サービス促進事業実績報告書」
別紙１－２「茨木市入浴サービス促進事業補助金交付内訳書」
については下記アドレス宛へ、データによる提出をお願いします。
　　障害福祉課メールアドレス　　syogaifukushi@city.ibaraki.lg.jp
　なお、パスワード設定手順を参照のうえパスワードは「１６３６」でお願いします。
併せて、実績記録票の写し、個別支援計画の写しについては対応可能であればパスワード付き（パスワードは「１６３６」）での提出をお願いします。
· 提出書類には氏名等の記載がありますので、パスワード設定は必須となります。
※データによる提出が困難な場合は、窓口での提出または郵送（必着）をお願いします。
※別紙３　別紙４　についてはデータ不可のため、窓口での提出または郵送（必着）をお願いします。
　
なお、この補助金は、１年分を半期ごとに申請期日を設け、交付を決定するものです。申請期日を過ぎてからさかのぼって申請をすることはできませんのでご注意ください。
【 茨木市支払金振込口座登録のご案内 】

※　この補助金の支払対象は、事業者（法人）になります。申請・請求は、事業者（法人）で行ってください。（事業所（施設）からは請求できません。）

１　申請者、請求者と同じ名義の口座をご用意ください。

２　初めて登録する場合は、「茨木市支払金口座振替（新規）依頼書」に、

　　登録はしているが、今回の支払を別の口座にしたい場合は、「茨木市支払金口座振替（変更）依頼書」に必要事項を記入してください。

３　「住所・所在地」「社名（商号）・団体名」「代表者名」の記載が、今回の補助金交付申請書及び交付請求書と同じであるか、また、使用する印鑑も同じであるか確認してください。

４　確認できた依頼書は、今回の申請、請求手続の書類と併せて提出してください。

【振込予定日について】

　必要書類をご提出いただいた後、内容の修正等がある場合はご連絡いたします。
支払は令和６年５月24日（金）を予定しています。

　各種様式等は、茨木市ホームページ＞障害福祉課＞障害福祉課認定給付１グループ・２グループ＞障害福祉サービス等補助金、通知等（事業所用）について＞茨木市生活介護事業所入浴サービス促進事業についてのページにアップしていますので、必要に応じてダウンロードしてご使用ください。
【別紙１－１ 実績報告書、別紙１－２ 内訳書の日付等が令和５年度下半期に対応しておりますので、必ず最新の様式を使用して作成してください。】

※　不明な点は、担当者までお問合せください。
　　　　　　　　　　　　　　　提出・お問い合せ先
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〒567-8505　茨木市駅前三丁目８番13号


茨木市福祉部障害福祉課（茨木市役所南館２階１７番窓口）


ﾒｰﾙ　� HYPERLINK "mailto:syogaifukushi@city.ibaraki.lg.jp" �syogaifukushi@city.ibaraki.lg.jp�


TEL （０７２）６２０－１６３６（直通）　担当：塩見・大槻
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